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楽器のみで演奏する。演奏は1名ずつ行い，絵本作成前および後に実施した。教員がピアノ，
または電子ピアノで伴奏した。
（1）選曲した音楽
こぎつね，おばけなんていないさ，かわいいかくれんぼ，ひなまつり，七夕，きらきら星，
あわてんぼうのサンタクロース，しあわせなら手をたたこう，大きな栗の木下で，ジングルベ
ル，赤鼻のトナカイ，犬のおまわりさん，線路は続くよどこまでも，ちょうちょ，山の音楽家，
人間っていいな，こいのぼり，雪，かたつむり，
1年生になったら，他。
（2）選択した楽器
カスタネット，鈴，タンブリン，フレームド
ラム，カバサ，マラカス，スレイベル，トライ
アングル，ウッドブロック，である（写真1）。
3．尺度と性格傾向
パーソナリティ尺度としてNEO-FFIを用いた。この尺度は人格の5つの主要な次元（神経症
傾向，外向性，開放性，調和性，誠実性）を測定する各12項目，合計60項目から構成される尺
度である。日本語版NEO-FFIは十分な信頼性と妥当性が示されている（Jyunko,Katsharu,
Yasuyuki,&Midori,2011）。音楽指導を行う前および後に評価した。
（1）NEO-FFIの5つの性格傾向
①神経症傾向：Neuroticism（N）
適応と不適応，または情緒的安定と神経症傾向とを対比している。通常，恐怖や悲しみ，怒
り，困惑のようなネガティブな経験をする傾向は，神経症の傾向の核であるが，この次元はそ
れよりも心理的ディストレスに対する敏感さを多く含んでいる。感情が分裂して適応を妨げる
ために，Ｎ得点が高い場合は，男女を問わず，非現実的な思考を行いがちになり，自分の怒り
をなかなかコントロールできず，他人よりストレスへの対処が下手である。
伝統的にＮ得点が高い人は，概して神経症と診断されることが多いが，NEOは健康な人格
の次元を測定している。Ｎ得点が低い人は精神的に安定している。普段は落ち着いていて，リ
ラックスしており，ストレスの多い状況にもあわてず対処できる。
②外向性：Extraversion（E）
人が好きなこと，大きな集団や集会が好きなことに加えて，外交的な人は断行的，活動的，
おしゃべりである。興奮することや刺激的なことが好きであり，気質として快活な傾向がある。
上昇志向で，エネルギッシュで，楽観的である。アメリカ社会のセールスマンは，典型的な外
向性があり，Ｅ次元は進取的な職業への興味と強い相関がある（Costa，McCrae＆ Holand，
1984）。内向性は外向性の対極にあるというよりむしろ，外向性の欠如したものとして見るべき
であり，内向性は友好的ではないというより控えめ，従順というより依存心が高く，鈍いという
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写真1 選択した楽器
よりペースが変わらないことである。「幸せ－不幸せ（happy－unhappy）」「友好的－敵対的
（friendly－hostile）」「外交的－恥ずかしがり屋（outgoing－shy）」のような対立的な構成概
念を打ち破ることは，人格について重要かつ新たな洞察を加えることである。特に内向性は，Ｅ
次元のどちらの対とも関係せず，その代わり，開放性の得点の高い人の特徴を示している。
③開放性：Openness（O）
開放性の高い人は内的，外的世界の両方に対して好奇心を持っており，彼らの生活は経験の
面で豊かであり，より鋭くポジティブな情動やネガティブな情動を経験する。
5因子モデルでは，この次元を「知性」として捉えており，開放性の得点は，教育と知能の
どちらとも中程度の関連がある。特に創造性に寄与する拡散的思考のような知能の側面と関係
がある（McCrae，1987）。男女を問わず開放性得点が低い人は，行動において保守的であり，
外見も控えめである。新奇なものより馴染んだ物を好み，情動的反応はややだんまり気味であ
る。開放性や非開放性は心理的防衛反応に影響しているかもしれないが，非開放性そのものが
一般的に認められている防衛反応であるという証拠はない。O得点の低い人は，単純に興味
の範囲が低いのかもしれない。
開放性の高い人は，非伝統的であり，権威に疑問を投げかけ，新しい論理や社会，政治的思
考に対して好意的である。開放性または非開放性の価値は，その社会的状況の要請によって決
まるものであり，開放的な人もそうでない人も社会にとって有益な機能を果たしている。
④調和性：Agreeableness（A）
外向性のように，調和性も個人の内面的傾向の次元である。調和性の高い人は，基本的に利
他的である。他者に同情し，他者の援助に熱心で，他の人は同じように自分のことを助けてく
れると信じている。一方，調和性に欠ける人や敵対的な人は，自己中心的であり，他人の意図
を疑い，協力的というより，競争的である。
調和的な人は，社会的にも好ましく，心理学的にも健康的であると思われる。敵対的な人よ
りも調和的な人の方が人気がある。自分の信念を貫くためには戦うこともいとわないというの
は，しばしば利点であって，裁判や紛争の場においては，調和性の高さは長所にならない。ま
た，懐疑的である事や批判的であることは，科学の分野において的確な分析をするのに貢献し
ている。
この次元の得点が極端に高いことも極端に低いことも，社会的には良いとはいえず，心理的
健康度からみても好ましくない。Horney（1945）は，神経症の2つの傾向について，人々に
反発して離れていく人と人々に近づいていく人があると言っており，これは調和性と敵対性を
表しているといえる。Ａ次元での低得点は，ナルシズム，反社会，妄想人格障害と関連があり，
Ａ次元での高得点は，依存人格障害と関連している（Costa＆ McCrae，1990）。
⑤誠実性：Conscientiousness（C）
精神力動論を始め人格理論の多くが，衝動のコントロールに関するものである。発達の過程
でほとんどの人は欲求をコントロールすることを学ぶ。自己の欲求や衝動を抑えることができ
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ない人は，通常，成人になって，神経症的傾向が高くなると言われている。
しかし，自己統制は，計画し，組織し，実行するといった自主的な過程とも関係があり，個
人におけるこの傾向の差が誠実性の基礎となっている。
誠実性の高い人は，目的を持ち，意志が強く，断固としている。これらの特性なくしては，
偉大な音楽家やスポーツ選手になることはできないだろう。Digman＆ Takemoto-Chock
（1981））は，誠実性を「達成への意志」と呼んでいる。C得点の高さは，ポジティブな面では，
学業や職業の達成と関係し，ネガティブな面では，気難しさ，極端な潔癖さやワーカホリック
につながる。Ｃ得点の高い人は，きちんとしていて，時間をよく守り，信頼されている。Ｃ得
点の低い人は，決してモラルに欠けているわけではないが，目標に向かってがんばるひたむき
さが足りない。
（2）自尊尺度
Rosenberg自尊感情尺度日本語版を用いた（山本，松井，&山成，1982）。この尺度は10項
目からなり，それぞれ“強くそう思わない”そう思わない”そう思う”強くそう思う”の
四段階で評価する。40点満点で点数が高いほど自尊感情が高いと判断する。今回は，音楽指導
の前および後に評価した。
（3）絵本作成
絵本は，昔話やこども達に伝えたい日常のさまざまな出来事を言葉と絵で表現されている。
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写真3 音楽からイメージした絵本写真2 絵本表紙
写真5 音楽からイメージした絵本写真4 音楽からイメージした絵本
本研究では童謡および唱歌を歌唱，器楽演奏した後に絵本を作成した。絵本の内容は，選曲し
た童謡や唱歌の音楽からイメージした言葉と絵で創作，表現している（写真2，3，4，5）。
4．解 析
指導後の自尊感情得点から指導前の自尊感情得点の差を計算し，自尊感情得点の変化を算出
した。その後，NEO-FFIの5つの性格傾向得点との相関を計算し，ピアソンの相関係数を算
出した。有意水準は0.05とした。
5．倫理的配慮
本研究は，北翔大学倫理委員会による倫理面の承認を受けている（承認番号HOKUSHO-
UNIV：2013－015）。全ての参加者に研究の説明を行い，書面による同意を得ている。
Ⅲ 結 果
61名が本調査に参加した。参加者の平均（標準偏差）年齢は，19.1（2.4）歳で，すべて女
性だった。自尊感情得点は指導前で平均（標準偏差）27.9（5.1）点，指導後で28.4（5.6）点
で指導前後での有意差はなかった。
NEO-FFIは神経症傾向が31.8（7.9）点，外向性が27.4（6.6）点，開放性が28.4（5.4）点，
調和性が30.6（6.1）点，誠実性が26.7（6.4）点であった。
自尊感情得点の指導前後の変化とNEO-FFIの各性格傾向の得点との相関係数を計算すると，
神経症傾向と有意な相関を認めた（r=.27，p=.038）。その他の性格傾向とは有意な相関は認め
なかった。相関係数および優位確率はそれぞれ，外向性：r=-.23，p=.079，開放性：r=.19，p=
.18，調和性：r=-.17，p=.18，誠実性：r=-.14，p=.30であった。
Ⅳ 考 察
今回の研究で，指導前に神経症傾向が高いほど，指導による自尊感情の改善が認められるこ
とが明らかとなった。
先行研究には，集団音楽療法が児童の衝動性を低下させ，自尊感情を改善したという報告が
あり，その機序の一つとして音楽療法によるリラクゼーション効果を指摘している（Choiet
al.,2010）。実際に，音楽療法によりリラクゼーションが高まり，気分や思考の改善が認めら
れるという研究もされている（Thaut,1989）。また，健常人と比べて，緊張性頭痛をもった
患者は神経症傾向，不安，抑うつが強いということも言われている（Cao,Zhang,Wang,
Wang,&Wang,2002）。以上より，神経症傾向が強い方が，音楽の良い影響を受けやすく，
従って自尊感情も神経症傾向が強い者がより改善したとも考えられる。
これまでの研究は音楽療法による自尊感情の変化を見ていたが，今回は音楽指導による自尊
感情の変化を観察した。今回の研究結果から，音楽指導においても，性格傾向を見ることで性
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格傾向に応じた指導を模索できる可能性が示唆された。
しかし一方で，自尊感情の変化は指導前後で有意とは言えなかった。これは，サンプルサイ
ズが小さいことが起因していることや，今回の介入が自尊感情にはあまり効果的ではなかった
とも考えられる。今回は準備的な研究であり，結論を出すには，サンプルサイズを計算したよ
り大きな研究が必要である。また，今回は自尊感情に焦点を当てたが，自己効力感や思考様式
などに焦点を当てた研究も行い，音楽指導によって被指導者の内面にどのような変化が起こる
のかも検討していく必要がある。
本研究の限界としては，前述したサンプルサイズの小ささとともに，外的妥当性の検討が必
要な点である。今回の対象は性別・年代が狭かった。男性や高齢，若年の対象者でも同じこと
が言えるのか検討が必要であろう。また，音楽指導の楽器の種類や選曲による比較も重要であ
る。今回の指導は演奏の後，絵本を描きイメージを膨らませ，再度演奏を行うというやや特殊
な指導を行った。一般的な音楽指導で，このような評価を行った場合にどうなるかも検討する
必要があるだろう。
Ⅴ 結 論
音楽教育の歌唱，器楽演奏の表現は，神経症傾向の強い者により自尊感情の改善をもたらす
可能性がある。今後はどのような音楽教育がどのような性格傾向の者に，より効果的か，さら
に大きなサンプルサイズの研究を行う必要がある。
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